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1　はじめに

手取層群は後期ジュラ紀から前期白亜紀にかけて形成

されたと考えられている地層で，福井県東部から石川県

南部，岐阜県北部を経て，富山県東部に至る地域に点在

する。近年，福井県東部から岐阜県北西部にかけての地

域であいついで恐竜化石が発見されたことから，本層群

が脚光を浴びるようになった。岐阜県地域においては，

北西部の白川村大白川上流地域で恐竜の足跡化石が発見

されたこと（国光ほか，1990）を契機に総合的な学術調

査が実施され，多方面にわたる調査・研究が進められた

（岐阜恐竜化石学術調査推進委員会，1993）。これに引き

続いて，荏川村地域において恐竜化石の発見および恐竜

化石産出層の精査を目的とした発掘調査が実施された

（第2－4次岐阜県恐竜化石調査団，1994，1995，

1996）。

また，1995年には上宝村で「大蛇の卵」という口伝の

ある恐竜の卵化石が確認されたこともあって，岐阜県北

東部の神岡町地域に分布する手取層群の総合的な学術調

査が実施され，調査研究が進められた（岐阜県恐竜化石

学術調査団，1996，1997，1998）。さらに，1998年から
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第1図　調査位置と化石産出地（○印）

は恐竜化石が産出する荘川村地域の手取層群の堆積環境

を明らかにするために調査研究が進められている（岐阜

県恐竜化石学術調査団，1999）。

本調査団では，神岡町地域における手取層群の堆積環

境を調査研究する過程で，恐竜の足跡化石と考えられる

いくつかの凸型足印を横山地域で発見することができた

ので，ここにその概要を報告する（第1図）。

2　地質概説

神岡町横山地域には，おもに手取層群とその基盤岩で

ある船津花崗岩類と飛騨片麻岩類が分布し，これらを貫

いて小規模な買入岩類が点在する（第2図）。
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第2図　神岡町横山地域の地質図

1：第四系　　　　2：買入岩類　　（3－6：手取層辞）

3：和佐府互層　　4：南俣谷礫岩層　　　　5：猪谷互層

6：庵谷峠礫岩層　7：船津花崗岩類

8：飛騨片麻岩類　9：断層

河合・野沢（1958），野沢ほか（1981）に一部加筆

＊事務局：〒501－3941関市小屋名中洞1898　岐阜県博物館気付
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手取層群は下位より，石徹白亜層群に属する庵谷峠礫

岩層と猪谷互層，赤岩亜層群に属する南俣谷礫岩層と和

佐府互層に区分されている（河合・野沢，1958）。これ

らのうち庵谷峠礫岩部層と猪谷互層は本地城南東方の山

之村地域に分布する庵谷峠礫岩部層と中俣乗越砂岩部層

に，南俣谷礫岩層と和佐府互層は南俣谷礫岩部層と和佐

府砂岩泥岩部層にそれぞれ相当する（岐阜県恐竜化石学

術調査団，1996，1991、7，1998）。

3　足跡化石の産状と特徴

（1）産出層準とその岩相

恐竜の足跡化石と考えられる標本は神岡町横山地域を

流れる高原用の川岸に露出する猪谷互層の下部層準の砂

岩層から産出した。この付近における砂岩層は泥岩層を

挟みながら繰り返して重なる（第3図）。

足跡化石は高原用の左岸に形成されたほぼ垂直な崖の

うち，河床面から約3mの高さにある厚さ約50cmの砂岩

層の底面（90cmX120cm）にあり，下位の泥岩層へむか

って凸型をなして大小4個がみられる（第4図）。

さらに，この地点から約100m上流の崖の直下におい

て転石中に足跡化石がみられた。同地点には上記の足跡

化石を含む砂岩層からそのまま連続して砂岩層が分布す

ることから，この標本は上記とほぼ同じ層準から産出し

たものと考えられる。

恐竜足跡一〇m

第3図　足跡化石付近の地質柱状図
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第4図　地層の重なりと地層の底面

スケールバーは30cmを示す
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第5図　足跡化石の産状

スケールバーは20cmを示す
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（2）足跡の形態

砂岩層の底面にみられる凸型足印は，下位の泥岩層中

にほぼ円形をなして凸型に約10cmほどの深さで入り込

んでおり，その周囲には泥岩が取り巻くように付着して

残っている（第5図）。こうした産状を地層面に直角の

断面でみると凹凸のある地層面として観察されるはずで

あり，そのような断面が周囲の砂岩層の底面でいくつか

観察される。

個々の足印の写真を第7図に，その外郭を第8図にそ

れぞれ示す。4個の足印とも3指性の外郭を示し，左右

対称をなすが，それぞれの向きに規則性はない（第8図）。

以下に，個々の足印について概要をまとめる。なお，本

報告における足跡化石に関する用語並びに計測について

は，石垣（1988）に従った。（第6図）
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第6図　足跡の名称と計測位置

石垣（1988）を改編

足印1足印長36cm，足印幅44cm。外郭および3指

印ともに明瞭に残る。ハイペックス印は浅いが，その形

態をよく残している。足印底の凹凸は認められず，ほぼ

平坦であり，足印壁に沿って急なカーブを持つ。

足印2　足印長25cm，足印幅25．5cm。第3指印の先

端部が認められるが，左側指印や右側指印との間のハイ

ペックス印は不明瞭になっている。足印底はほぼ平坦で

あり，足印壁に沿って急なカーブを持つ。

足印3　足印長25．5cm，足印幅27cm。第3指印の先

端部が判別できるが，左側指印や右側指印はやや不明瞭

である。足印底は平坦で，足印壁の後端部が急なカーブ

を持つ。

足印4　足印長36cm，足印幅43cm。外郭および3指

印とも明瞭に残るが，第1指印と考えられる位置に7

cm程度の変形した出っ張りが認められる。ハイペック

ス印は浅いがその形態をよく残しており，足印1とよく
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第7図　足跡化石の写真（下から見た状態）

足印5は転石中から産出　スケールバーは10cmを示す
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第8図　足跡化石のスケッチ（平面図）

足印5は転石中から産出した
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第9図　足跡化石の分布平面図
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似ている。第3指印は先端部が3－4cm欠如するが，

足印の全体的な形態は足印1と同一である。足印底はほ

ぼ平坦であるが，第1指印と足印底の境界付近から第1

指印の先端部にかけては傾斜する。

（3）足跡化石の意義、

今回産出した足跡化石と考えられる標本は産状と形態

から恐竜により印跡されたものと考えられる。足印1と

足印4の印跡動物は指が3指性で全体的に丸型の外郭を

示すことなどから，鳥脚類の恐竜によるものと考えるこ

とができるが，詳細については今後の調査に待ちたい。

岐阜県内における恐竜足跡化石の産出地は，白川村大

白川地域（国光ほか1990）と荘川村尾上郷地域（未公

表）であり，本標本は岐阜県では3例日であり，神岡町

地域でははじめての報告となる。神岡町地域においても

今後の調査により新たな足跡化石が発見される可能性が

でてきた。

4　まとめ

（1）神岡町横山地域に分布する手取層辞猪谷互層下部層の

中粒砂岩層から保存の良い恐竜の足跡化石が複数個産出

した。また，同層準に相当する地層からの転石と考えら

れる足跡化石も見つかり，この地域一帯において恐竜の

足跡化石がさらに産出する可能性がでてきた。

（2）恐竜の足跡化石は砂岩層の底面の凸型足印として認め

られる。これは恐竜が下位の泥岩に足跡をつけた後，そ

の窪みを砂岩が埋積して残されたものと考えられる。

（3）足跡化石は3指性の恐竜によりつけられたたもので，

その形態，外郭，大きさなどから鳥脚類の恐竜による足

跡の可能性が考えられるが，詳細は今後の研究に待ちた

い。
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